
令和５年度「大学・地域共創プラットフォーム香川」 

第１回地域活性化部会 議事概要 

 

日 時：令和５年５月 29日（月）13:30～14:55 

場 所：高松大学・高松短期大学 本館６階 大会議室 

出席者：別紙（部会資料「01.出席者名簿（R５第１回地域活性化部会）」）のとおり。 

    ※委員のうち善通寺市は代理出席、その他参加者のうち高松市は欠席。 

 

※議題に先立ち、幹事（佐々木部会長及び県政策部尾崎次長）挨拶並びに全出席者の自己紹介。 

 

議題１ 取組状況報告 

※資料（P1～6）に基づき、幹事（県・島倉報告、佐々木部会長補足）から部会における事業の取

組み状況について報告。 

 

議題２ 対象確認事業報告（PF補助金） 

※資料（P7～9）に基づき、幹事（県・大久保報告、佐々木部会長補足）から補助金に係る対象確

認事業について報告。 

 

議題３ その他 

※幹事（佐々木部会長）より「地域 DX」が「メタバース等を活用した地域 DXの実証」として「共

創推進強化事業（共通）」となったこと及び進展や動き等があれば部会において状況報告する旨

の説明があり、「地域 DX」のリーダーである香川大学・原委員も同意。 

 

（PF事務局・藤澤特命教授） 

 「メタバース等を活用した地域 DX の実証」について、「メタバース」の部分は就職・産業振興

部会で進めていこうとしている。PF 事務局として「地域 DX」は地域活性化部会でお願いしたく、

誤解のないように申し上げておきたい。 

 

（PF事務局・児玉課員） 

 地域活性化部会として４つの事業があるが、構成員から来年度これがやりたいというのが他に

出てきた場合、いつ頃までに決める必要があるのか。 

 

（幹事（佐々木部会長）） 

 去年の流れから言うと、秋頃までは今年度の活動を行い、新年度に入れば次年度の予算関係の

作業に入ったり計画を立てたりするため、次年度にこの事業をやりたいというのは、おそらく 11

～12月頃にそういう機会を設けることになると思っている。 

 

（PF事務局・児玉課員） 

 地域活性化部会で取り上げられない事業というのはあるのか。 



（幹事（佐々木部会長）） 

それぞれ部会に諮ったうえでの個別判断になるが、地域の社会経済を支える人材の育成・定着

や人材が活躍する場の形成を図る目的で実施するものであれば、幅広く該当する。エリア限定で

ちょっとやってみるというのもあるし、それを皆で共有してみるとか、知恵を出し合ってみる取

組みはよいと思う。 

この事業は取り上げられないというのは特になく、各委員から色々と積極的に意見を出しても

らい、それらを意見交換しながら事業を決めていくことになる。 

 

（幹事（常金）） 

昨年の例でいくと、この第 1 回部会が予定されていたのはもう少し早いかちょうどこの時期、

第 2 回の部会が大体 6 月後半頃になろうかと思う。夏場を過ぎて秋頃にどの部会も第 3 回部会が

ありながら、その前に第 1回総会がある。 

先ほど部会長からお伝えしたように、秋頃からということになっていくと、第 4 回の部会を秋

頃に今年もやりたいと思っているため、その頃に皆様からご意見を頂戴しながら事業を作ってい

くのかなというふうに考えている。私共も皆様方もそれぞれ事業を持っており、その中での兼ね

合いも出てくることになるため、秋頃に話をしていくことになると思う。 

ただ、先ほど申し上げたとおり、対象事業が非常に幅広く、一応 PFとしては人材の育成・定着

というところが大きな手段になるが、地域の課題解決に資するような人材をどうやって作ってい

くかということが広く言える。この後、皆様と GWを予定しており、メインはアンケートについて

だが、それにかかわらず、こういう課題があって、PF の地域活性化部会の場で話をして欲しい、

何か事業を考えて欲しいということがあれば、ぜひ積極的にご発言いただきたいと思う。 

私ども部会の事務方として、今日お越しの先生方とも常日頃連絡をとっているため、この場で

ご意見をいただいたものを、そういうところで話題に出しながら、次年度以降どういう事業を作

っていくかを日々考えていこうと思っている。第 2 回部会の場、第 3 回部会の場というところで

も、こういう話が出てきた、ああいう意見をいただいたということを紹介しながら、よりご期待

に沿えられるような事業を作っていきたいと考えており、これから複数回部会を開くが、大体そ

のようにこの部会が流れていくと考えてもらいたい。 

最終的には、12月が我々も先生方も一番忙しいピークになると伺っているため、それまでの間

に大体固めながら、総会の直前に部会を開けるかわからないが、年度末で最終決定という流れに

なる。PF事務局においても、そういう形で年間のことを考えていただきたいと思う。 

私共もそうだが、皆様方からも負担金をお預かりして、この PFの事業運営に充てていくことに

している。そういう意味でも、ぜひこの場を積極的にご活用いただきたいと考えており、これか

らまだ 9ヶ月ぐらいあるため、この PFの場で活発な意見をいただけたらと思っている。 

 

議題４ 意見交換 

※部会資料「03.アンケート調査【クロス集計版】PF総会配布資料」を参考に、その他参加者も含

め５つのグループに分かれ意見交換。 

 

以上 


